
 歩道防護構台における安全『レッドライン』について

赤ガムテープにて危険ラインの『見える化』を行っている。 

このラインよりも作業員は奥で作業はしない、物を置かないことを 

ルールとして運用した。 

狙い 
昨今、建設現場からの資材の落下による、第三者災害や 

開口部・床端部作業員の転落による災害等がニュースでも取り上げられている。 

今回、歩道を防護する目的の防護構台を今回計画することになったので、 

危険を『見える化』出来ないか考え、本安全活動を発案した。 

 

概要 
建設現場では床端部から1ｍは危険な場所であると知られている。 

その範囲を赤いガムテープにて、『見える化』することによって、 

その範囲外での作業禁止、および資材を置くのを禁止することで、 

第三者災害、および作業員の災害防止を図った。 


